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表  題 電流センサCTL-12-S36-10およびCTL-12-S56-10使用時の設定方法についてのご連絡 

適用機種 Q64TCTTBWN，Q64TCRTBWN，L60TCTT4BW，L60TCRT4BW 

 

三菱電機株式会社 名古屋製作所    〒461-8670 名古屋市東区矢田南 5-1-14 

 

三菱シーケンサMELSEC-QシリーズおよびMELSEC-Lシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

2011年5月から発売開始の断線検知機能付温度調節ユニットのユーザーズマニュアルにおいて，特定の電流セ

ンサ（CTL-12-S36-10およびCTL-12-S56-10）を使用する場合の設定方法の記載に一部誤記がありましたので，

修正内容をお知らせします。 

該当マニュアルおよび修正箇所を下記に示します。 

 

適用機種 マニュアル名称 修正箇所 

Q64TCTTBWN 

Q64TCRTBWN 

MELSEC-Q 温度調節ユニットユーザーズマニュアル

(SH-080988-A) 

134ページ 3.4.2項 

(55)CT□ CT選択（Un￥G272～Un￥G279） 

L60TCTT4BW 

L60TCRT4BW 

MELSEC-L 温度調節ユニットユーザーズマニュアル

(SH-080999-A) 

369ページ 付2 

(60)CT□ CT選択（Un￥G272～Un￥G279） 

 
本内容は，2011年8月に発行予定のバージョンB（SH-080988-BおよびSH-080999-B）にて反映します。 

GX Works2へは, 2011年8月に発売予定のバージョン1.64Sにて反映します。 

 

1. 修正内容 

(b) 設定範囲の記載を下記のとおりに修正します。 
 

【誤】 【正】 

(b) 設定範囲 

･ 0：CTL-12-S36-8/10，CTL-12-S56-10使用時（0.0A

～100.0A） 

･ 1：CTL-6-P(-H)使用時（0.00A～20.00A） 

･ 2：CTレシオ設定使用時（0.0A～100.0A） 

(b) 設定範囲 

･ 0：CTL-12-S36-8使用時（0.0A～100.0A） 

･ 1：CTL-6-P(-H)使用時（0.00A～20.00A） 

･ 2：CTレシオ設定使用時（0.0A～100.0A） 
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また，下記の内容を追記します。 
 

追記内容 

(c) 使用する電流センサ(CT)とバッファメモリの設定 

CTL-12-S36-8およびCTL-6-P(-H)以外の電流センサ(CT)を使用する場合は，CT□ CTレシオ設定（Un￥G288～Un

￥G295）で，接続する電流センサ(CT)の2次巻数（ターン数）を設定する必要があります。 

使用する電流センサ(CT)の仕様に合わせて，下記のようにバッファメモリを設定してください。 

使用する電流センサ(CT) 
CT□ CT選択（Un￥G272～Un

￥G279）の設定 

CT□ CTレシオ設定（Un￥G288

～Un￥G295）の設定 
備考 

CTL-12-S36-8 
CTL-12-S36-8使用時 

（0.0A～100.0A）(0) 
設定不要 

CTL-6-P 
CTL-6-P(-H)使用時 

（0.00A～20.00A）(1) 
設定不要 

生産中止品です

が使用できま

す。 

CTL-6-P-H 
CTL-6-P(-H)使用時 

（0.00A～20.00A）(1) 
設定不要 ― 

CTL-12-S36-10 
CTレシオ設定使用時 

（0.0A～100.0A）(2) 

2次巻数（ターン数）である1000

を設定してください。 
― 

株式会社ユー・

アール・ディー製 

CTL-12-S56-10 
CTレシオ設定使用時 

（0.0A～100.0A）(2) 

2次巻数（ターン数）である1000

を設定してください。 
― 

その他の電流センサ(CT) 
CTレシオ設定使用時 

（0.0A～100.0A）(2) 

電流センサ(CT)の仕様に合わ

せて2次巻数（ターン数）を設

定してください。 

二次巻数（ター

ン数）が600～

9999の電流セン

サ(CT)のみ使用

できます。 
 

 

 

2. 誤設定時のユニット動作 

CTL-12-S36-10またはCTL-12-S56-10を使用し，CT□ CT選択（Un￥G272～Un￥G279）にCTL-12-S36-8/10，

CTL-12-S56-10使用時（0.0A～100.0A）(0)を設定した場合，実際の電流値より約20％低い値がCT□ ヒータ

電流測定値（Un￥G256～Un￥G263）に格納されます。本来の電流値が格納されていない状態では，ヒータ断

線検知機能で誤検出が発生する可能性があります。「1. 修正内容」で説明した追記内容どおりの設定をし

てください。 

この動作は，4機種（Q64TCTTBWN，Q64TCRTBWN，L60TCTT4BW，L60TCRT4BW）すべてに共通です。 
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